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１．2020年３月期第１四半期の連結業績（2019年４月１日～2019年６月30日）

（１）連結経営成績(累計) (％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2020年３月期第１四半期 14,087 △1.8 404 △25.0 837 △27.4 546 △27.4

2019年３月期第１四半期 14,346 16.2 539 17.8 1,153 △6.2 752 △17.9
(注)包括利益 2020年３月期第１四半期 1,100百万円( ―％) 2019年３月期第１四半期 △101百万円( ―％)

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

2020年３月期第１四半期 24.81 ―

2019年３月期第１四半期 34.05 ―

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2020年３月期第１四半期 73,989 44,312 55.0

2019年３月期 73,572 43,958 54.7
(参考) 自己資本 2020年３月期第１四半期 40,692百万円 2019年３月期 40,250百万円

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2019年３月期 ― 16.00 ― 20.00 36.00

2020年３月期 ―

2020年３月期(予想) 19.00 ― 21.00 40.00
(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

2020年３月期第２四半期末配当金の内訳 普通配当 17円00銭 記念配当 2円00銭

３．2020年３月期の連結業績予想（2019年４月１日～2020年３月31日）

(％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第２四半期(累計) 30,000 4.6 1,200 7.2 2,250 5.8 1,400 8.5 63.61

通期 61,700 3.8 2,800 △5.8 4,850 2.4 3,000 7.3 136.30
(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無
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※ 注記事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 ： 無

　 (連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動)

新規 ―社（社名） ― 、除外 ―社（社名） ―
　

　

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 有
　

　

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無
　

　

（４）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 2020年３月期１Ｑ 23,611,200株 2019年３月期 23,611,200株

② 期末自己株式数 2020年３月期１Ｑ 1,601,293株 2019年３月期 1,600,792株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2020年３月期１Ｑ 22,010,156株 2019年３月期１Ｑ 22,108,875株
　

　

※ 四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判
断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束するものではありません。また、実際の業績等は
様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての
注意事項等については、添付資料２ページ「１．当四半期決算に関する定性的情報（３）連結業績予想などの将来
予測情報に関する説明」をご覧ください。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第１四半期連結累計期間におけるわが国経済は、雇用情勢の改善などを背景に緩やかな回復基調で推移したも

のの、世界経済の先行きについては、中国の景気減速や世界的な貿易摩擦への懸念などから依然不透明な状況が続

いております。

このような状況のもと、当社グループは、中期経営計画をベースに、国内外で収益力強化に取り組んでまいりま

した。

当第１四半期連結累計期間における売上高は、塗料関連事業の需要低迷等により140億８千７百万円（前年同期比

1.8％減）となりました。

損益面につきましては、売上高の減少に加え、固定費増加の影響が大きく営業利益は４億４百万円（前年同期比

25.0％減）となりました。経常利益は、持分法による投資利益の減少、為替の影響等により８億３千７百万円（前

年同期比27.4％減）、親会社株主に帰属する四半期純利益は５億４千６百万円（前年同期比27.4％減）となりまし

た。

セグメント別の業績は、次のとおりであります。

[ 塗料関連事業 ]

当セグメントの業績につきましては、国内需要の低迷に加え、固定費が増加したこと等から、前年同期を下回

る結果となりました。

品種別売上高につきましては、建築・構築物用塗料全般が低調に推移し、工事関連売上の集合住宅大規模改修

工事につきましても、工事の進捗遅れ等の影響がありました。

この結果、当セグメントの売上高は36億２千３百万円（前年同期比7.4％減）、セグメント損失は４千５百万円

（前年同期はセグメント利益１千２百万円）となりました。

[ 自動車製品関連事業 ]

当セグメントの業績につきましては、増収額は小幅にとどまった一方、減価償却費や人件費等の固定費増加の

影響が大きく、セグメント利益は前年同期を下回りました。

品種別売上高につきましては、主力製品の吸・遮音材は、前年同期比5.6％増と伸張を継続しました。また、市

場構造・製品構成の変化等から、防錆塗料等の塗材は前年同期を上回った一方、制振材や金型等その他売上は前

年同期を下回りました。

この結果、当セグメントの売上高は104億６千万円（前年同期比0.3％増）、セグメント利益は４億４千８百万

円（前年同期比14.6％減）となりました。

[ その他 ]

保険代理業の売上高は３百万円（前年同期比1.2％増）となりました。

（２）財政状態に関する説明

当第１四半期連結会計期間末における資産合計は、前連結会計年度末に比べ４億１千６百万円増加し、739億８千

９百万円となりました。主な要因は、受取手形及び売掛金の減少４億９千１百万円、有形固定資産の増加３億６千

２百万円、投資有価証券の増加５億４千２百万円によるものです。

負債合計は、前連結会計年度末に比べ６千２百万円増加し、296億７千６百万円となりました。主な要因は、支払

手形及び買掛金の減少４億５千４百万円、借入金の増加３億２千６百万円、繰延税金負債の増加１億９千４百万円

によるものです。

純資産合計は、前連結会計年度末に比べ３億５千４百万円増加し、443億１千２百万円となりました。主な要因

は、利益剰余金の増加１億４百万円、その他有価証券評価差額金の増加２億１百万円、為替換算調整勘定の増加１

億３千３百万円によるものです。この結果、自己資本比率は0.3％増加し55.0％となりました。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

2020年３月期第２四半期累計期間及び通期の連結業績予想につきましては、2019年５月８日に公表いたしました

業績予想から変更はありません。

なお、この業績予想は、当社が現時点で入手可能な情報及び合理的であると判断する一定の根拠に基づいており、

実際の業績等は今後様々な要因により大きく異なる可能性があります。
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：百万円)

前連結会計年度
(2019年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2019年６月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 7,662 7,906

受取手形及び売掛金 12,021 11,530

電子記録債権 3,888 3,880

商品及び製品 1,477 1,477

仕掛品 435 440

原材料及び貯蔵品 1,221 1,223

その他 1,170 724

貸倒引当金 △4 △4

流動資産合計 27,872 27,179

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 8,294 8,372

機械装置及び運搬具（純額） 9,262 9,273

土地 4,695 4,695

建設仮勘定 1,086 1,562

その他（純額） 2,041 1,839

有形固定資産合計 25,380 25,743

無形固定資産

その他 1,085 1,078

無形固定資産合計 1,085 1,078

投資その他の資産

投資有価証券 17,311 17,854

長期貸付金 323 301

繰延税金資産 126 187

その他 1,512 1,688

貸倒引当金 △41 △44

投資その他の資産合計 19,232 19,988

固定資産合計 45,699 46,810

資産合計 73,572 73,989
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(2019年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2019年６月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 8,748 8,294

電子記録債務 3,772 3,617

短期借入金 2,486 3,152

リース債務 26 50

未払法人税等 245 142

役員賞与引当金 89 -

その他 4,423 4,711

流動負債合計 19,793 19,968

固定負債

長期借入金 5,222 4,882

リース債務 93 87

退職給付に係る負債 3,965 3,942

繰延税金負債 498 692

その他 40 101

固定負債合計 9,821 9,707

負債合計 29,614 29,676

純資産の部

株主資本

資本金 4,753 4,753

資本剰余金 4,237 4,237

利益剰余金 28,146 28,250

自己株式 △745 △745

株主資本合計 36,391 36,495

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 4,036 4,237

為替換算調整勘定 △136 △2

退職給付に係る調整累計額 △41 △37

その他の包括利益累計額合計 3,858 4,197

非支配株主持分 3,708 3,620

純資産合計 43,958 44,312

負債純資産合計 73,572 73,989
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第１四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第１四半期連結累計期間

(自 2018年４月１日
　至 2018年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 2019年４月１日
　至 2019年６月30日)

売上高 14,346 14,087

売上原価 11,476 11,261

売上総利益 2,870 2,825

販売費及び一般管理費 2,330 2,420

営業利益 539 404

営業外収益

受取配当金 129 127

持分法による投資利益 475 364

その他 43 56

営業外収益合計 648 548

営業外費用

支払利息 27 21

為替差損 5 83

その他 2 10

営業外費用合計 35 115

経常利益 1,153 837

特別利益

固定資産売却益 5 -

投資有価証券売却益 - 60

特別利益合計 5 60

特別損失

固定資産処分損 12 2

投資有価証券売却損 0 -

特別損失合計 12 2

税金等調整前四半期純利益 1,145 895

法人税等 213 189

四半期純利益 932 706

非支配株主に帰属する四半期純利益 179 160

親会社株主に帰属する四半期純利益 752 546
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四半期連結包括利益計算書

第１四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第１四半期連結累計期間

(自 2018年４月１日
　至 2018年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 2019年４月１日
　至 2019年６月30日)

四半期純利益 932 706

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △353 201

為替換算調整勘定 △192 109

退職給付に係る調整額 10 2

持分法適用会社に対する持分相当額 △497 80

その他の包括利益合計 △1,033 393

四半期包括利益 △101 1,100

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 △180 885

非支配株主に係る四半期包括利益 79 215
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）

（税金費用の計算）

税金費用については、当第１四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会

計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

ただし、当該見積実効税率を用いて税金費用を計算すると著しく合理性を欠く結果となる場合には、法定実効

税率を使用する方法によっております。

（セグメント情報等）

前第１四半期連結累計期間（自 2018年４月１日 至 2018年６月30日）

　１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：百万円)

報告セグメント
その他
(注)1

合計
調整額
(注)2

四半期連結
損益計算書
計上額
(注)3

塗料関連
自動車
製品関連

計

売上高

外部顧客への売上高 3,911 10,431 14,343 3 14,346 ― 14,346

セグメント間の内部売上高
又は振替高

0 ― 0 ― 0 △0 ―

計 3,912 10,431 14,344 3 14,347 △0 14,346

セグメント利益 12 524 537 1 539 ― 539

　(注)１ 「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、保険代理業であります。

　２ 調整額は、セグメント間取引消去によるものであります。

　３ セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

　２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　該当事項はありません。

当第１四半期連結累計期間（自 2019年４月１日 至 2019年６月30日）

　１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：百万円)

報告セグメント
その他
(注)1

合計
調整額
(注)2

四半期連結
損益計算書
計上額
(注)3

塗料関連
自動車
製品関連

計

売上高

外部顧客への売上高 3,623 10,460 14,083 3 14,087 ― 14,087

セグメント間の内部売上高
又は振替高

0 ― 0 ― 0 △0 ―

計 3,624 10,460 14,084 3 14,088 △0 14,087

セグメント利益又は損失(△) △45 448 402 1 404 ― 404

　(注)１ 「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、保険代理業であります。

　２ 調整額は、セグメント間取引消去によるものであります。

　３ セグメント利益又は損失は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

　２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　該当事項はありません。
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